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１ ６月補正予算と県政運営について 

(1) ７期目最初の平成３０年度実質本予算となる６月補正予算の編 

成に、知事はどのような思いを持って臨んだのか。 

(2) 県政の舵取り役として、今後、県政をどのような方向に導いて 

いくのか、今任期４年間に向けた知事の決意と併せて聞く。 

 

２ 人手不足・人材確保対策について 

(1) 優秀な県職員をどのように確保していくのか、具体的な取り組

みを聞く。 

(2) 臨床研修医の確保に向けて、どのように取り組んでいるのか。 

(3) 介護・福祉人材の確保・定着に向け、今後どのように対応して

いくのか。 

(4) 大阪にＩＬＡＣを設置することにより、関西圏からの社会人Ｕ

Ｉターンの促進にどのように取り組んでいくのか。 

(5) 教員の長時間勤務の解消を含め、教員の人材確保にしっかりと

取り組むべきと思うが、現在の取組状況と今後の方策を聞く。 

(6) 若手教員への知識・ノウハウの伝承について、再任用教員の活

用を含め、どのように対応していくのか。 

 

３ 北陸新幹線について 

(1) 敦賀開業に向けた実行プランについて 

ア どのような理念を持って策定するのか。 

イ 実行プランの検討会議はどのようなメンバーを想定し、どの

ようなスケジュールで策定していくのか。 

ウ 策定後は、どのような推進体制で臨んでいくのか。 

(2) 敦賀開業に向けた観光誘客について 

ア 首都圏はもとより関西方面からの更なる誘客にも積極的に取

り組んでいくべきだが、観光誘客をどのように進めていくのか。 

イ 開業効果を能登へ波及させるため、旅行商品の造成などによ

り、能登への観光誘客も積極的に推し進めて欲しいが、今後の

取組方針を聞く。 
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(3) 財源不足により敦賀以西の全線開業が遅れる事態は回避すべき

であり、関西とも危機感を共有し、大阪延伸のための財源を早急

に確保するよう、政府・与党に積極的に働きかけるべきだが、ど

のように取り組んでいくのか。 

(4) 並行在来線対策について 

ア 敦賀開業に伴い引き継がれる並行在来線の経営安定化のた

め、どのように取り組んでいく必要があると認識しているのか。 

イ 金沢以西の引継後に収支見通しが厳しくなることを想定する

と、運行支援基金の規模を拡大するなどの見直しが必要と思う

がどうか。 

  

４ 空港の活性化について 

(1) 小松空港の国際化を進める観点から、新規路線の開拓とともに、

既存の定期便路線の着実な増加を図っていくことが、空港の発展

に寄与すると考えるがどうか。 

(2) 小松・香港便の定期便化に向けて、どのように取り組んでいる

のか、実現の見通しと併せて聞く。 

 

５ 白山の防災対策について 

   白山噴火という万が一の事態に備えて、火山防災対策にどのよ

うに取り組んでいくのか。 

 

６ 新県立図書館について 

(1) 新たに人を呼び込む施設として、図書館の賑わい創出に向けて、

どのように取り組んでいくのか。 

(2) 新県立図書館の基本構想では、石川らしさを継承・発信する「石

川コレクション（仮称）」の形成がうたわれているが、具体的に

どのような取り組みがなされているのか。 
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７ 競技力の向上対策について 

(1) 競技力の向上を図るため、どのようなモデル事業を実施してい

るのか。また、この事業の効用をどのように確認し、どのように

評価しているのか。 

(2) 東京オリンピック・パラリンピックはもちろんのこと、その先

も見据えて、戦略的かつ効果的な方法で競技力の向上を図ってい

く必要があるが、どのように対応していくのか。 

 

８ 国民健康保険の運営について 

(1) 今後、高齢化の進展等に伴い、医療費の増加が懸念されるが、

保険料の伸びを抑え、制度を安定的に運営していくため、どのよ

うに取り組んでいくつもりなのか。 

(2) 国に対して、引き続き財政支援を求めていくべきだが、対応を

聞く。 

 

９ 発達障害児の支援について 

(1) ２０２０年度末までに各圏域に配置するとしている児童発達支

援センターについて、通所を考えて地域バランスにも配慮して欲

しいが、配置場所をどのように考えているのか。 

(2) 発達障害児の早期発見、発見後の支援について、しっかり取り

組んで欲しいが、どのように対応していくのか。 

 

10 ワークライフバランスの推進について 

(1) 一般事業主行動計画の策定義務の対象を従業員２０人超の企業

に拡大する「いしかわ子ども総合条例」の改正案が今議会に提出

されているが、対象を拡大する狙いを聞く。 

(2) 対象の拡大にあたって、新たに策定対象となる企業への配慮も

必要と考えるが、どのような配慮や支援を行うのか。 
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11 中小企業への支援について 

(1) 知事は、現在の本県経済の勢いをどのように見ているのか。ま

た、中小企業の支援に向け、今回提案されている活性化ファンド

のリニューアルにどのような思いを込めたのか。 

(2) ＡＩ・ＩｏＴの導入に際しては、企業ニーズに応じたきめ細か

な支援が必要だが、導入支援にどのように取り組んでいくのか。 

 

12 冬場の観光誘客等について 

(1) 観光客や宿泊者が減少する冬場の観光誘客に積極的に取り組む 

べきだが、今後の取り組みを聞く。 

(2) ２０２５年の１００万人を目標としている海外誘客について、

ラグビー・ワールドカップ、東京オリンピック・パラリンピック

を大きなチャンスと捉え、外国人観光客の更なる拡大に向けた戦

略的な取り組みが求められるが、どのように取り組んでいくのか。 

 

13 県産品の普及について 

(1) ひゃくまん穀について 

ア 出荷量の拡大に向けて、生産者への栽培の働きかけなど増産

に向けた体制作りをどのように進めていくのか。 

イ 米の特長などを積極的にＰＲすることが、消費拡大につなが

ると思うが、どのようにＰＲしていくのか。 

(2) 能登牛について 

ア 目標とする１０００頭の出荷を達成できる状況になってきて

いると思うが、目標達成の見通しと今後の増産について聞く。 

イ 首都圏での能登牛を食す場の提供や料理人・バイヤーを対象

とした試食イベントなどにより、認知度の向上を図ってはどう

か。 

(3) 県産材の利用促進は、森林の経済林としての利用促進、適切な 

森林整備の促進等の観点から重要であり、今後の県の森林環境税 

による取り組みにも関連があると思うが、どのように取り組むの 

か。 
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14 大雪被害への支援について 

(1) 大雪で損壊したビニールハウスを復旧するための補助制度につ

いて、県の受付期間を５月末まで延長し、国に対しても延長する

よう働きかけるとしていたが、対応状況を聞く。 

(2) 国の補助要件を満たさない場合でも、県と市町は独自の制度で

支援するとしていたが、支援状況を聞く。 

(3) 申請が伸び悩んでいる理由として、制度の周知不足をあげてい

たが、その後、どのように周知を図り、利用はどれだけ伸びたの

か。 

 

15 東京国立近代美術館工芸館移転に伴う駐車場確保について 

   工芸館の移転整備に合わせて、周辺文化施設共用駐車場を本多

の森公園に整備し、来訪者の駐車場確保に取り組むとしているが、

現状の改善のみならず来訪者の増加にも十分対応できる整備内容

となっているのか。 

 

16 金沢港の機能強化について 

   現時点の事業の進捗状況と完成までのスケジュールを聞く。 

 

17 日本遺産について 

   文化庁の有識者委員会による評価結果では、能登のキリコ祭り

に対して、民間主導で事業を動かす仕組みの構築、継続的な情報

発信の体制作り等が求められたが、どのような対応を予定してい

るのか。 

 

18 自家発電付き信号機について 

   今後、どのような計画で自家発電付き信号機の増設を進めてい

くのか。 

 

19 高齢者の交通安全対策について 

(1) 安全運転サポート車購入に対する助成制度が創設されるが、高 

齢者の交通事故防止に向けた意気込みを聞く。 
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(2) 新たに創設する助成制度の普及について、特に生活するうえで 

免許を手放すことができない高齢者が多い能登地区で、どのよう 

に取り組んでいくのか。 

 

20 交通マナーの向上方策について 

交通マナーの向上と交通安全意識の高揚に向けて、どのように

取り組んでいくのか、今後の強化策を聞く。 
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